
薩摩川内市共通　看護情報提供書作成理由

記入者：
活用の目的：①在宅・病院間で継続看護が円滑にできる。
　　　　　  　　 ②看護連携により、地域看護の質の向上を図ることにつながる。
　　 　　　　　　③看護における課題・目標を共有できる。
　　　　　　　 　④看護ネットワークの促進。　

【運用方法】
①医療機関の入退院時

のため、川内市医師会圏域共通の看護情報提供書の作成に至った。
　多くの医療機関・施設・事業所があるなかで、統一した看護提供や情報共有の仕組みを構築することが求められている。そこで、以下の目的
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